
自転車は、車道であれば、右側、左側のどちらでも通行すること
ができる。
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解答欄

自転車の交通ルールやマナーについての問題です。
解答欄に、○か×で答えてください。

自転車は、車両の仲間であり、原則として、車道を通行しなけれ
ばならない。

スマートフォンの画面を見ながら自転車を運転することは危険な
ため禁止されているが、前方を見ながらの通話であれば運転して
もよい。

この標識がある交差点では、自動車は必ず止まら
なければならないが、自転車は、スピードを落と
して注意して通行すればよい。

イヤホンやヘッドホンを使用して音楽を聴きながら自転車を運転
することは、両耳で使用すれば違反となるが、片耳のみの使用で
あれば運転してもよい。

夜間、自転車を運転する場合、自分が車や歩行者を見ることがで
きていても、ライトを点灯しなければならない。

ブレーキが故障している自転車を乗る時は、すぐに止まれるス
ピードで走行すればよい。
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市内の交通事故の約５割は、自転車が関係しています。
自転車は、正しい交通ルール・マナーを守って安全に利用しましょう。

自転車の交通事故では、転倒などで頭部に大きな衝撃を受けやす
いので、自分の身を守るために、大人も子どももヘルメットを着
用することが大事である。

未成年者であっても、自転車の交通事故で相手に怪我を負わせた
場合などは、高額な賠償金などの責任を負うことがある。

￥

￥

この標識（自転車歩道通行可）がある歩道では、
自転車は歩道通行できるので、歩行者に注意すれ
ば歩道のどこを通行してもよい。


